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改訂履歴
更新については、www.beckman.com/techdocsを ご覧いただ き 、お客様の装置の最新
バージ ョ ンの『取扱説明書』ま たはシ ス テ ムヘルプを ダ ウ ン ロ ー ド し て く だ さ い。
AD 版、2018年8月
 以下のセ ク シ ョ ンが更新 さ れま し た: 
 • 表 3.1, ユーザ メ ッ セージ表。
AE 版、2020年6月
 以下のセ ク シ ョ ンが更新 さ れま し た: 
 • 第2章, ロ ー タ の取 り 付け
 • 第2章, 手動遠心
AF 版、2022年8月
 以下のセ ク シ ョ ンが更新 さ れま し た: 
 • 改訂履歴, 各種の コ ンプ ラ イ ア ン ス
注記：最新バージ ョ ンに含まれ る変更は、修正ページの余白にバーに よ り 示 し てい ま
す。
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安全に関する注意
本装置を操作する前にすべての製品説明書を読み、Beckman Coulterより訓練を受けた技師
に相談してください。すべての説明を読むまではいかなる手順も実行しないでくださ
い。いかなる場合も製品のラベルやメーカーの推奨する指示に従う必要があります。適
切な処置が不明な場合は、Beckman Coulterまでお問い合わせください。

警告、注意、重要、注の各事項に関する本書での表示

警告
「警告」は、実際に発生すると致死や重度の傷害を招く可能性のある潜在的に
危険な状況を示します。

注意
「注意」は、実際に発生すると軽度または中度の傷害を招く可能性のある潜
在的に危険な状況を示します。危険な実施方法について注意を促すために使
われる場合もあります。

重要 「重要」は実行中のステップや手順に付加価値をもたらすようなコメントを追記するため
に使われます。「重要」に記載されたアドバイスに従うと、装置の性能やプロセスにとって
有益となります。

注 「注」は、本装置の設置、使用、修理において守るべき重要な情報を示します。

取 り 付けおよび保守における安全上の注意

本装置は、Beckman Coulterの現地サービス技師が取り付けることを前提として設計され
ています。Beckman Coulterの認定する技師以外によって取り付けられた場合、本装置の
保証は無効となります。
本装置の重量は105 kg（230ポンド）です。一人で持ち上げたり移動しようとしないでく
ださい。
本装置のカバーをはずす必要があるサービスは、感電事故や人身事故を起こす可能性
があります。電源スイッチを切り、本装置が主電源から切断されていることを確認の上
本管(力)を取除くことによって出口から差し込みなさい、このような修理については有
資格の技師に依頼してください。
本装置のいかなる部品も、本装置用と指定されていないものとは交換しないでくださ
い。
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安全に関する注意
電気に関連する安全性  
電気に関連する安全性

感電の危険性を低減するため、本装置は三線式の電源コードと3Pプラグによって接続、
接地されます。この安全機能を保持するには以下の点に注意してください。
 • コンセントが正しく配線され接地処理されていることを確認します。本装置に貼付

された銘板の示す電源電圧で使用することを確かめます。
 • 三線を二線に変換するアダプタの使用は厳禁です。
 • 二線の延長コードや、接地処理されておらず複数の二線コンセントの付いた延長コ

ードなどは絶対に使用しないでください。
 • 本装置を地絡保護された電源に取り付けないでください。
チャンバードアの上や近くに液体の入った容器を置かないでください。液体がこぼれ
て本装置に浸入すると、電気系統または機械部位のコンポーネントを破損する可能性
があります。

火災に対する注意

本装置内の電気回路のいくつかは、過電流を避けるためにヒューズで保護されていま
す。火災の危険を避けるため、今後も交換の際には、指定された種類および定格のもの
以外は使用しないでください。
本装置は、可燃性または爆発性の蒸気を発生するような物質を使用するように設計さ
れていません。可燃性または爆発性の蒸気を発生するような物質 （クロロホルムやエ
チルアルコールなど）を本装置で分離したり、本装置から30 cm（1フィート）四方以内
で扱ったり、保存することは厳禁です。

機械面に関する安全性

本装置を安全に使用するため、以下の点に留意してください。
 • 本装置で使用することを意図して設計されたロータや付属品のみを使用します。
 • 使用中にロータが最高定格速度を超えないように注意します。
 • ロータの回転中に本装置を持ち上げたり移動することは厳禁です。
 • ロータを手で減速したり、停止しようとしないでください。
 • ロータの回転中にドアのインターロックシステムを無効にしようとしないでくだ

さい。
 • 停電が発生した場合は、発生から 1 時間以内にサンプルを本装置から取り出さない

でください。第3章, ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ で安全なサンプルの取り出し手順を参
照してください。
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安全に関する注意
化学薬品および生物製剤に関する安全性  
化学薬品および生物製剤に関する安全性

通常の使用では、病原性、毒性、ま たは放射性の溶液やサンプルを扱 う 可能性があ り
ます。必要なすべての安全性対策が取れ ら ない場合は、その よ う な材料は こ の卓上型
超遠心機では使用 し てはいけ ません。
 • 使用前に元の溶液の容器に記述されている注意事項を読み、すべて厳守してくださ

い。
 • 体液は疾病の感染につなが る ので細心の注意を も っ て扱っ て く だ さ い。体液に微

生物が含まれない こ と を確実に保証で き る試験は現時点ではあ り ません。B型お よ
びC型肝炎、HIV（I‐V）、非定型抗酸菌、全身性真菌症な ど感染力の特に強い病原菌
の場合、大気中浮遊粒子に対す る保護を さ ら に強化する必要があ り ます。他の感
染性のサンプルは、施設の適切な手順 と 方法に従っ て取 り 扱い、疾病の蔓延を回
避 し て く だ さ い。サンプルが こ ぼれ る と 、粒子や噴霧を生 じ る 可能性があ る ので、
粒子や噴霧の汚染に対す る予防措置 も 実施 し て く だ さ い。適切な予防措置に よ っ
て安全性を確保 し ない限 り 、本装置で毒性、病原性、放射性の物質を遠心分離 し
てはな り ません。 リ ス ク 群2物質（世界保健機構研究所生物安全マニ ュ アルで認定） 
を扱 う 場合は生物安全性格納容器を使用 し て く だ さ い。 よ り 高いグループの材料
は さ ら に一段高い保護を必要 と し ます。

 • すべての溶液廃棄は、環境衛生および安全性に関する適切な指針に従って処理して
ください。

Beckman Coulter の現地サービス技師による修理を依頼する前に、操作者の責任において
本装置および付属品の汚染除去作業を実行してください。

装置ラ ベルの要約

本項はOptima MAX-XP 装置筐体に表示 さ れ る幾つかの ラ ベル と 記号の情報を提供 し ま
す。 こ れ ら の ラ ベル と 記号はユーザサービ ス手順 と 関係 し ます。本書の特定の手順に
関わ る個別の危険性は こ れ ら の ラ ベル と 記号を使用する こ と がで き、その作業の手順
内の警告ま たは注意に含まれます。

潜在的な感染性物質

こ の注意は、可能な患者試料汚染か ら の生物学的汚染の リ ス ク を示 し ます。
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安全に関する注意
装置ラ ベルの要約  
注意記号

こ の記号は注意 メ ッ セージ を表示 し 注意を定義する 説明ま たは他の記号の隣に表示 さ
れます。

高電圧危険

通電中のむ き出 し で危険な部品 と の接触に よ っ て感電の危険性があ る よ う な何 ら かの
コ ン ポーネ ン ト の操作、交換、あ る いは整備は、Beckman Coulter のサービ ス技師以外
には実施す る こ と はで き ません。

MAX-TL 油 タ ン ク容量

こ の ラ ベルは示 さ れたサブシ ス テ ムのオ イ ル コ ンデンサを示 し てい ます。

水銀ラ ン プ警告 

こ の製品の ラ ンプには水銀が含まれます。 ゴ ミ 箱には入れないで く だ さ い。 リ サ イ ク ル
や地元の州や連邦政府の法律に よ る と 破棄 し ます。
PN A96727AFviii



安全に関する注意
装置ラ ベルの要約  
各種のコ ン プ ラ イ ア ン ス

 • リ サ イ ク リ ン グ – 本書中の リ サ イ ク ル ラ ベルの項目を参照 し て く だ さ い。
 •  マー ク – “CE”マー ク は製品がマーケ ッ ト に上市 さ れ る前に評価 さ れてお り 、欧

州連合の安全、健康お よ び/ま たは環境保護要件に適合 し てい る こ と を示 し ます。

 •  — 「UKCA」マー ク は、製品が英国で上市 さ れ る前に評価を受け、英国の安全
性、健康お よ び/ま たは環境保護要件に適合 し てい る こ と を示 し ます。

 • 169502 – こ の ラ ベルは米国国家認証試験機関(NRTL)に よ っ て機器が該当す る製品安
全基準に適合 し てい る も の と 認定 さ れた こ と を示 し てい ます。
注 169502は北米モー ド のみに適用 さ れます。

 • The RCMマー ク はAustralian Communication Media Authority (ACMA) EMC要求事項に準拠
する 製品への使用を意図 し てい ます。

保護用接地

こ の記号は保安用接地を示すために使用 さ れます。本装置は正 し く 接地する 必要があ
り ます。いかな る 環境において も 適切に接地する こ と な く 本機を操作する こ と はで き
ません。

リサイクルに関するラベル

A28219-AA
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安全に関する注意
装置ラ ベルの要約  
この記号は欧州連合 (EU) の廃電気・電子製品 (WEEE) 指令に従って貼付されたもので、
製品にこのマークが表示されている場合は以下を意味します。
 • デバイスは2005年8月13日以降にヨーロッパ市場に導入され
 • デバイスはEU加盟国の地方自治体が運営する廃棄処理場で処分してはならない。
ユーザが、電気機器の適切な汚染除去と安全な廃棄処分に関するすべての法規を理解
し、それらに従うことは非常に重要です。お使いのBeckman Coulter製品にこのラベルが
ついている場合、デバイスの適切な収集、取り扱い、回収、リサイクル、および安全な
処分を行う引き取りプログラムに関して、取扱店または最寄りのBeckman Coulter営業所
までご相談ください。

警告 火災の危険

ヒ ュ ーズ を交換す る前に、電源を遮断 し て電源コー ド を切断 し て く だ さ い。そ う し な
い場合は感電お よ び/ま たは装置の損傷を起 し ます。 ヒ ュ ーズは承認 さ れた タ イ プで定
格交換 ヒ ュ ーズ と 交換 し て く だ さ い。

RoHS の注意

本 ラ ベル と 物質宣言表（危険物質名 と 濃度の表）は中国の電子工業標準SJ/T11364-2006 
“Marking for Control of Pollution Caused by Electronic Information Products”（電子情報機器に
よ っ て起る 汚染の制御マーキ ン グ）の要求事項に適合する も のです。
こ の ロ ゴマー ク の意味す る と こ ろは、 こ の電子情報機器は何 ら かの有毒ま たは危険物
質を含有 し 、その環境保護使用期間中は安全に使用する こ と がで き る と い う こ と です。
こ の ロ ゴマー ク の中央の数値は当該製品の環境保護使用期間を示 し てい ます。外側の
円は当該製品が リ サ イ ク ル可能であ る こ と を意味 し てい ます。 こ の ロ ゴマー ク はま た、
その環境保護使用期間の満了後には即座に当該製品を リ サ イ ク ルすべき であ る こ と を
も 意味 し てい ます。 ラ ベルの日付は製造年月日にな っ てい ます。
PN A96727AFx



安全に関する注意
装置ラ ベルの要約  
ロー タの回転

こ れは装置の ロ ー タ の回転方向を示 し ます。

注意 静電気感度エ リ ア

静電気放電(ESD)に敏感な機器のエ リ ア を示 し ます。静電気放電に よ る損傷を防ぐ ため、
本装置の操作中は常に適切に接地 さ れた リ ス ト ス ト ラ ッ プを着用 し て く だ さ い。正 し
い接地の詳細は、IEEE 標準 P1100を参照 し て く だ さ い

ユニバーサルシ リ アルバス(USB)

こ の記号はUSB コ ネ ク タ の場所を示 し てい ます。
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安全に関する注意
装置ラ ベルの要約  
真空ポン プオ イルに関する注意

こ の ラ ベルはULVAC R2 ロ ー タ リ 真空ポンプオ イ ル（Beckman Coulter部品番号A51210）を
使用する場合にのみ表示 さ れます。

警告 240 VAC

こ のシ ンボルマー ク は装置が240 VACで動作す る構成にな っ てい る こ と を示 し ます。他
の ラ イ ン電圧で使用する ためにはBeckman Coulter のサービ ス技術者にお問い合わせ く
だ さ い
PN A96727AFxii
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概要

認定

卓上型超遠心機Optima MAX-TLは ISO 9001:2008 お よ び ISO 13485:2003 の認証を受けた施設
で製造 さ れてい ます。本装置は（Beckman Coulter製 ロ ー タ と 併用 し た場合）、実験装置
に関する規制機関の要件に準拠する よ う 設計、試験 さ れま し た。製品の適合宣言お よ
び合格証についてはwww.beckman.comを ご覧 く だ さ い。

本書の構成

本書は、卓上型超遠心機Optima MAX-TL と その機能、仕様、操作、操作者に よ る定期的
な手入れ と 保守に関 し て説明 し ます。本装置の操作や装置の保守を行 う 前に、本書を
すべてお読みにな る こ と をお勧め し ます（特に安全に関す る注意 な ど安全性に関連 し
た情報は必読です）。
 • 第1章, 説明 は本装置の仕様 と 、操作の コ ン ト ロ ールや イ ン ジ ケー タ な ど、本装置

の物理的お よ び機能的特徴を簡単に説明 し ます。
 • 第2章, 操作 は本装置の操作手順を記載 し ます。
 • 第3章, ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ は、起 こ り 得る 故障 と 、考え ら れ る 原因お よ び推

奨 さ れ る対策を一覧表示に し て提供 し ます。
 • 第4章, 保存整備 では、操作者に よ る定期的な手入れ と 保守について説明す る と と

も に、消耗品、交換部品、付属品の一覧を提供 し ます。
 • 付録A, 据付前の要件 は本装置に必要な取 り 付け空間 と 電源に関す る要件を説明 し

ます。
注 本書で指定 さ れた方法以外で本装置を使用する と 、安全性 と 性能を破損する可能性が

あ り ます。また、Beckman Coulterの推奨する機器以外 と の併用については、安全性が確
認 さ れていません。本書や適切な ロー タ の取扱説明書において推奨 さ れている機器以
外のものを使用する場合、全責任はユーザーが単独で負 う もの と し ます。

表記

製品 ラ ベルには特定の記号を使用 し て安全に関連 し た情報、お よ びその他の重要な情
報を付記 し てい る 。的に使用 さ れてい る こ れ ら の記号は遠心分離機に も 表示 さ れ、本
マニ ュ アルの裏表紙内側に も 示 さ れてい る。
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概要
CFC を使用し ていない遠心分離  
表記規則
本書では、ボ タ ンやデ ィ ス プ レ イ な ど ユーザ イ ン タ ーフ ェ イ ス の コ ン ポーネ ン ト 名を、
以下の表記規則に よ っ て区別 し てい ます。
 • タ ッ チ ス ク リ ーン ボ タ ン（例、STARTま たはVACUUM）は大文字ま たは太字で表示 さ

れます。
 • デ ィ ス プ レ イ 名（例、スピードま たは時間hr:mm）は太字で表示 さ れます。

CFCを使用 し ていない遠心分離

環境への影響を最小限に抑え る ため、本装置の製造ま たは操作においてCFCは使用 さ れ
てい ません。
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第1章
説明

概要

本章では、Beckman Coulter 超遠心分離機 Optima MAX-TL シ リ ーズの物理的お よ び機能的
特徴について簡単に説明 し ます。 こ れには操作の コ ン ト ロ ールや イ ン ジ ケー タ の説明
も 含まれてい ますが、使用方法に関 し ては第2章, 操作 に記載 さ れてい ます。本書の一
覧にあ る物質の化学的適合性 については、「化学薬品耐性」（文献番号IN-175）に記載 さ
れてい ます。 ロ ー タ については各 ロ ー タ に付属の説明書を参照 し て く だ さ い。

遠心分離機の機能および安全特徴

遠心分離機機能
Optima MAX-TLマ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ制御卓上型超遠心機（図 1.1を参照）は さ ま ざ ま なア
プ リ ケーシ ョ ン用の大き い遠心力を生成 し ます。本装置は、可変周波数の誘導電動駆
動、熱電温度制御シ ス テ ム、自動除湿式真空装置、 ロ ー タ 過速度監視シ ス テ ム、複数
の5段階プ ロ グ ラ ム を記憶で き る プ ロ グ ラ ム メ モ リ 、 さ ま ざ ま な段階に設定で き る 加速
率 と 減速率な ど設計に さ ま ざ ま な工夫が施 さ れてい ます。

図 1.1  卓上型超遠心機 Optima MAX-TL

手動操作お よ びプ ロ グ ラ ムに よ る操作はいずれ も 、一体化 さ れた タ ッ チ ス ク リ ーン イ
ン タ ーフ ェ イ ス を使っ て行われます。
 • 手動操作では、遠心前に個々の遠心パラメータを操作者が入力します。
 • プログラムによる操作の場合、既に入力済みのプログラムを選択して再実行するだ

けで、すばやく正確に同一の遠心操作を繰り返すことができます。
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説明
遠心分離機の機能および安全特徴  
卓上型超遠心機Optima MAX-TLは小さな粒子 （ビールス、バクテリア、およびミトコン
ドリアのような細胞分画物）および大きな分子 （ペプチド、DNA、蛋白質）を分離およ
び隔離することができる大きい力の場を必要とするアプリケーションに使用します。
これらのサンプルはさまざまな自然および合成コンポーネントから得られるもので
す。

安全機能
卓上型超遠心機Optima MAX-TLは、海抜2000 m （6562 フィート）以下の屋内環境におい
て安全に稼動するよう設計され、その安全性が試験で確認されています。以下に本装置
の安全機能について説明します。

ド ア
スチール製のチャンバードアには電気機械式ドアロック機構が施され、回転中のロー
タと操作者の接触を防止します。ドアをロックおよびロック解除にするには、タッチス
クリーン上のバキュームボタンを押します。
停電が発生した場合には、ドアロックを手動で解除してサンプルを回収することが可
能です。 第3章, ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ を参照してください。

防護用 リ ング
一次バリアとしてのスチール構造の防護リングと、その周りの二次バリアのスチール
製リングが、操作者に完全な保護を提供します。

不均等センサ

遠心中に不均等センサがロータを監視するので、ロータのロードのバランスが著しく
崩れると遠心が自動的に停止されます。特に低速の場合、ロータを正しくロードしない
とバランスが崩れる可能性があります。また本装置を遠心中に動かしたり、水平で安定
した台上で使用しない場合にも、ロータの安定性が損なわれる可能性があります。
第3章, ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ を参照してください。

ロータ過速度監視システム
ロータチャンバーに付いている磁性速度センサと各ロータの底部にあるマグネットか
らなる過速度システムが、遠心分離中にロータを継続的に監視します。最高制限速度は
1000 RPMとされています。
PN A96727AF1-2



説明
シ ャーシ  1
シ ャーシ

ロータチャンバー
スチール製チャンバーは、腐食防止のために耐薬品性のある仕上げ剤が塗布されてい
ます。チャンバーの底部には、ロータのドライブハブと速度センサが付いていることが
確認できます。

真空システム
機械式真空ポンプに直結した拡散ポンプは、チャンバー内圧を10 ミクロン（1.34パスカル）
以下に減圧します。真空システムはタッチススクリーン上のバキュームボタンを押す
か、または遠心を開始したときにオンになります。真空システムがオンになると、自動
除湿機能が真空システムから湿気を継続的に除去します。
真空システムの始動方法は次の 2 通りです （超遠心機の電源が入っていることが前
提）。

1 手動でチャンバー内の空気を排除するには、バキュームボタンを押します。
チ ャ ンバーの ド アが ロ ッ ク さ れ、真空シ ス テ ムが稼動 し ます。

2 遠心のために真空システムを始動するには、ロータをチャンバーに設置し、ドアを
閉じてから、スタートボタンを押します。
ド アが ロ ッ ク さ れ、 ロ ー タ の回転が始ま り 、真空シ ス テ ムが稼動 し ます。

真空システムが作動すると、タッチスクリーンインターフェース上のバキュームボタン
が緑色に変わります。ボタンには真空レベルがミクロンで表示されます。
真空システムを解放にするには、ロータが完全に停止してからバキュームを押します。
この操作でドアのロックが解除され、機械式真空ポンプと拡散ポンプを含む真空シス
テム全体が停止します。

温度の感知と制御
ソリッドステート熱電温度制御システムは強制空冷方式のみを利用するもので、クー
ラント （冷却剤）は必要ありません。電源が入った状態で、ドアが閉じてロックされ
真空システムがオンになると、温度制御システムが作動します。遠心温度は0～40℃の
範囲に設定可能です。
ロータチャンバーの温度はチャンバー内のセンサによって継続的に監視されます。マ
イクロプロセッサが、指定されたロータ温度を維持するために必要なチャンバー温度
を計算します。（熱平衡に達した後の）ロータのピークトゥピーク温度変動幅は0.1℃以
内です （図 1.2を参照）。
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説明
シ ャーシ  
図 1.2  温度制御図

駆動系統
空冷式の直接駆動型誘導電動機は、ギアやブラシを使わず周波制御されます。さらに、
本駆動系統は真空油封や外付けオイルタンクを必要としません。電動機の外側は強制
空冷方式で、内側はオイルで冷却されます。駆動系統はきわめて円滑で静かに稼動しま
す。

コ ン ト ロールと イ ン ジケータ

電源ス イ ッ チ
電源ス イ ッ チは本装置の右側にあ り 、本装置への給電を制御 し ます。本装置が最初に
オンにな る と 、ス プ ラ ッ シ ュ画面（ま たは よ う こ そ画面）が最初に表示 さ れ、ユーザ
イ ン タ ーフ ェ イ ス が立ち上る ま で続き ます。電源ス イ ッ チはブ レーカーで も あ り 、過
負荷にな る と ト リ ッ プ し て電源が停止 し ます。チ ャ ンバーの ド ア を開け る前には電源
ス イ ッ チをオンに し てお く 必要があ り ます。停電の際は、手動でサンプルを取 り 出す
こ と が可能です。詳細については、第3章, ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ の 停電時にサンプ
ルを取 り 出す方法 を参照 し て く だ さ い。

1. 実際のロー タ 温度
2. 0.1℃（ピーク ト ゥ ピーク温度変動幅）

3. 時間
4. 設定温度

+2° 

-2° 
°C 

1

4

3 2
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説明
シ ャーシ  1
タッチスクリーンインターフェイス
本装置の操作は、タッチスクリーンインターフェイスのディスプレイを使って行いま
す。このタッチスクリーンには、遠心パラメータやプログラム情報を入力して表示する
ための、タッチセンサ式ディスプレイフィールドとボタンが付いています。ボタンを押
すと、追加情報を入力または選択するために別の画面が表示される場合もあります。
図 1.3はタッチスクリーンインターフェイスの要素を示しています。
タッチスクリーンのボタンは指で操作してください。ボタンを押すたびにピーという
短い音が鳴ります。
操作中 （遠心モードの際） 、スピード、時間、温度のディスプレイフィールドには遠心
の状態がリアルタイムで表示されます。

図 1.3  タ ッ チス ク リ ーン イ ン タ ーフ ェ イ ス

1. ウ イ ン ド シール ド
2. 画面に表示 さ れる指示
3. ヘルプボ タ ン
4. 設定値

5. ボ タ ン
6. デ ィ スプ レ イ フ ィ ール ド
7. メ ニ ューボ タ ン

1 2 3

6

7

4

5
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説明
シ ャーシ  
以下のページでは メ イ ン画面のボ タ ンお よ びデ ィ ス プ レ イ フ ィ ール ド について簡単に
説明 し ます。 タ ッ チ ス ク リ ーン イ ン タ ーフ ェ イ ス の詳細な使用方法については、第2章
, 操作 を参照 し て く だ さ い。

タッチスクリ
ーンの要素 説明

色分けされた
ウィンドシー

ルド

ウィンドシールドは、本装置の現在の状態がすぐに分かるように色分けされています。
 • 青色はセットアップモードを示します。
 • 緑色は遠心が進行中 であることを示します （遠心モード）。
 • 赤色は診断や操作者への警告画面を意味します。この場合、情報を提供するメッセー

ジが表示され、操作者に適切な処置を促します。
ウィンドシールドの中央には、パラメータや他のコマンドの入力に関する指示が各画面
ごとに表示されます。

メニュー
戻る

画面上部左隅のメニューボタンを押すと、メニューが表示されます。他の画面で作業し
ている場合は、メニューボタンは戻るボタンに変わり、元の画面に戻ることが可能にな
ります。
メニューには以下のオプションが含まれます。
 • プログラム：プログラム遠心の一覧を表示するとともに、新しいプログラムを設定す

るためのインターフェイスを提供します。
 • システム：システムオプション画面を開きます。管理者権限を持つ操作者がログイン

していない場合は、ユーザログイン画面が開きます。

ヘルプ 画面上部右隅のヘルプボタンを押すと、オンラインヘルプのウインドウが開きます。そ
のウインドウには、現在表示されている画面の情報に関連したヘルプテキストが表示さ
れます。

スピード スピードボタンを押すと速度が選択されます。設定速度はこのボタンの上に表示されま
す。また遠心中にはこのボタンが実際の遠心速度のディスプレイフィールドとなりま
す。
速度が加速している場合 （ロータの加速時）には、ディスプレイフィールドに表示され
る矢印が上向きになり、速度が減速している場合 （ロータの減速時）には、表示される
矢印が下向きになります。

時間 時間ボタンを押して、遠心時間を時間と分で選択します。遠心中、このボタンはディス
プレイフィールドとなり以下のような実際の遠心時間を示します。
時間指定遠心の場合、このデ ィ スプ レ イ フ ィ ール ド に遠心の残 り 時間（時間 と 分）が表
示 さ れます。時間表示のカウン ト は ス タ ー ト ボ タ ン を押 し た時点で始ま り 、0まで カウ
ン ト ダウンが続き ます。矢印は下向き表示 と な り ます。設定時間がカ ウン ト ダウン し て
0にな る と 遠心は自動的に停止 し 、減速が始ま り ます（ロー タ の回転が停止する と 音が
鳴 り ます）。故障のために遠心中に本装置が停止 し た場合、カ ウン ト ダウン も止ま り 、
デ ィ スプ レ イは遠心中断時点の残 り 時間を表示 し 続けます。この時間 と 元の設定時間を
比較する こ と によ り 、遠心が停止 し た時点を判断する こ と がで き ます。

温度 温度ボタンを押して、温度平衡時の℃でのロータ温度を選択します。設定温度はこのボ
タンの上に表示されます。また遠心中にはこのボタンが実際の遠心温度のディスプレイ
フィールドとなります。
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説明
銘板  1
銘板

銘 板 は 本 装 置 の 背 面 に 固 定 さ れ て い ま す。お 使 い の 卓 上 型 超 遠 心 機 に 関 し て
Beckman Coulterにお問い合わせの際は、必ずシリアル番号とモデル番号を伝えてくださ
い。シリアル番号とそのほかの情報はヘルプ画面でヘルプボタンを押してから、詳細ボ
タンを押すことによっても表示できます。 

仕様

以下のデータのうち保証されている数値は許容値と限界値の付記されている数値に限
ります。許容値の付記されていない数値は保証されていません。

制御機能

バキューム バキュームボタンを押して真空システムを開始または停止します。

スタート
停止

スタートボタンを押して遠心を開始します。遠心を停止するには、停止ボタンを押しま
す。

加速/減速 加速率と減速率の選択画面を表示します。

タッチスクリ
ーンの要素 説明

仕様 説明

ス ピー ド  • 設定速度：
— 5000～120,000 RPM （1000 RPM刻み）

 • 速度表示：
— 実際のロータ速度を、5000 RPM 以上の場合は 100 RPM 刻み

で、5000 RPM未満の場合は10- RPM刻みで表示
 • 速度制御：

— 実際のロータ速度、設定速度の50 RPM

時間  • 設定時間：
— 最長99時間59分

 • 時間表示：
— 時間指定遠心：残りの遠心時間を表示
— プログラム操作：残っている時間をステップで表示
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説明
仕様  
物理デー タ

温度  • 設定温度：
— 1°刻みで0～40℃

 • 温度制御 （平衡後）：
— 設定温度の2℃

 • 温度表示：
— 0.1°刻みの実際のロータ温度

 • 周囲温度の範囲：
— 15～35℃

加速 10段階：0～5000 RPMの間は9段階の加速率で緩やかに加速してか
ら設定速度までフル加速、または最大加速率

減速 11段階：5000～0 RPMの間は10段階の減速率で緩やかに減速 （ブレ
ーキをかけない自然な減速を含む） 、または設定速度からブレー
キの作動によって急停止

仕様 説明

仕様 説明

幅 73.9 cm （29.1インチ）

奥行き 61.7 cm （24.3インチ）

高 さ  • 前部左：34.5 cm （13.6インチ）
 • 後部右：39.4 cm （15.5インチ）

重量 105 kg （230ポンド）

通気のための空間
（両側面および後面）

7.6 cm （3.0インチ）

仕上げ加工  • タッチスクリーンパネル：
— 被覆されたポリカーボネイト

 • 上部表面：
— アクリル焼付エナメル塗料

 • その他の表面：
— 汎用塗料

電源 クラス1

バキューム 10ミクロン未満 （1.34 Pa）

電気仕様  • 220/240 VAC～、6 A, 50 Hz
 • 120 VAC～、12 A、50/60 Hz
 • 100 VAC～、12 A、50/60 Hz

湿度制限 <75% （結露なきこと）
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説明
本装置で使用できるロータ  1
本装置で使用できるロータ

本装置ではBeckman Coulter製TLシリーズおよび Optima MAX-TL シリーズのロータを使用
することができます。ロータの説明については各ロータに添付されている取扱説明書
を参照してください。ロータとアクセサリの情報は卓上型分離用超遠心器 (TLR-IM)用ロ
ータとチューブおよびBeckman Coulter 卓上型超遠心機ロータ、チューブ、アクセサリカ
タログ （出版物BR-8101）でもご利用いただけます。

定常状態下における室
内への最大熱放散

2400 Btu/hr (0.7 kW)

装置正面から1 mの地点
における ノ イズレベル

<47 dB(A)

据付（過電圧）分類 II

汚染度 2a

a. 通常は非導電性の汚染しか発生しませんが、場合によっては、結露によって一時的な導電性の汚染が生じる
ことがあります。

仕様 説明

ロータ形状 説明
最高RPM/

kファクタa
rmaxにおける

最大RCFb ( g)
チューブの 

数公称容量
ロータ

説明書番号
TLN-120
近垂直チ ューブ
8° 角度

120,000
7

585,000 8  1.2 mL TL-TB-017

TLA-120.2
固定角度
30°角度

120,000
8

627,000 10  2.0 mL TL-TB-016

TLA-120.1
固定角度
30°角度

120,000
8

627,000 14  0.5 mL TL-TB-015

TLA-110
固定角度
28°角度

110,000
20

657,000 8  5.1 mL TL-TB-019
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説明
本装置で使用できるロータ  
TLN-100
近垂直チ ューブ
9° 角度

100,000
14

450,000 8  3.9 mL TL-TB-013

TLA-100.3
固定角度
30°角度

100,000
14

541,000 6  3.5 mL TL-TB-011

TLA-100
固定角度
30°角度

100,000
7

436,000 20  0.2 mL TL-TB-003

TLA-55
固定角度
45°角度

55,000
66

186,000 12  1.5 mL TL-TB-020

TLA-55
ス イ ングバケ ッ
ト
90°角度c

55,000
50

259,000 4  2.2 mL TL-TB-006

a. 最高速度はすべてのロータに対して 1.7 g/mL の溶液密度に基いています。k ファクタは、ロータの相対的な
ペレット成形効率を示すもので、Beckman Coulter 製ロータ全種の数値が提供されています （最大容量チュ
ーブ使用）。

b. 相対遠心力（RCF）は、さまざまな大きさのロータとさまざまな操作速度によって生成される場の強度を表
示および比較するために使用します。RCF は地球の重力場の倍数単位で測定され、省略表現されます (g)。
特定の遠心力の計算式：RCF = 1.12r (RPM/1000)2

ここで、r は回転中心からロータ内のある地点までの半径 （単位：mm）、RPM は 1 分あたりの回転数で示
された回転速度です

c. 高速時。

ロータ形状 説明
最高RPM/

kファクタa
rmaxにおける

最大RCFb ( g)
チューブの 

数公称容量
ロータ

説明書番号
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第2章
操作

は じ めに

本章では、手動操作お よ びプ ロ グ ラ ム操作の手順について説明 し ます。 本章の冒頭に
は、経験豊富なユーザー向けに概要が記載 さ れてい ます。

警告
通常の操作において、病原性、毒性、放射性を有する溶液やテス ト サン プル
を使用する場合があ り ます。 体腔液は疾病の感染につながるので細心の注意
を も っ て扱っ て く だ さ い。体液に微生物が含まれない こ と を確実に保証で き
る試験は現時点ではあ り ません。毒性 と 感染性が特に強い病原体（肝炎ウ イ
ルス（B型およびC型）やHIV（I-V）ウ イルス、非結核性抗酸菌、特定の全身
性真菌）の存在を考慮する と 、エア ロ ゾルに対する防護が必要である こ と が
わか り ます。 その他の感染性サン プルについては、各研究所の適切な手順 と
方法に従い、疾病の蔓延を防止 し て く だ さ い。 検体がこぼれる と 、粒子や噴
霧を生じ る可能性があるため、粒子や噴霧の汚染に対する安全性についての
ご注意を厳守し て く だ さ い。適切な安全上の措置を取る こ と な く 、毒性、病
原性、放射性を有する物質を本装置で遠心 し ないで く だ さ い。 リ ス ク グルー
プIIの物質（世界保健機関のLaboratory Biosafety Manual（実験室バイ オセー
フ テ ィ 指針）に規定）を扱 う 際には、バイ オセーフ テ ィ レベルを使用する必
要があ り ます。高いグループの物質には、レベル2以上の防御レベルが必要
にな り ます。

警告
本装置を可燃性の液体や蒸気の近 く で使用 し ないで く だ さ い。また、可燃性
の物質を本装置で遠心 し ないで く だ さ い。 本装置の稼動中には、装置に も た
れた り 、装置の上に物を置いた り し ないで く だ さ い。

タ ッ チス ク リ ーン イ ン ターフ ェ イ ス

タ ッ チ ス ク リ ーン イ ン タ ーフ ェ イ ス（図 2.1を参照）は、 メ ニ ュ ーオプシ ョ ン と 、遠心
パ ラ メ ー タ やプ ロ グ ラ ム情報を入力お よ び表示する ための タ ッ チセ ンサ式のデ ィ ス プ
レ イ フ ィ ール ド と ボ タ ンで構成 さ れます。 ボ タ ン を押すか ま たは メ ニ ュ ーオプシ ョ ン
を選択する と 、別の画面が表示 さ れて詳細情報を入力ま たは選択が可能です。
本装置の タ ッ チ ス ク リ ーンは、 さ ま ざ ま な言語に設定で き ます。 イ ン タ ーフ ェ イ ス言
語を設定す る を参照 し て く だ さ い。
タ ッ チ ス ク リ ーンのボ タ ンは指で操作 し て く だ さ い。
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操作
タ ッ チス ク リ ーン イ ン タ ーフ ェ イ ス  
タ ッ チ ス ク リ ーンのボ タ ン を押すたびに ピー と い う 短い音が鳴 り ます（管理者が音量
を ミ ュー ト に し ていない場合）。

図 2.1  タ ッ チス ク リ ーン イ ン タ ーフ ェ イ スの メ イ ン画面

操作モー ド

Setup （セ ッ ト ア ッ プ） モー ド
セ ッ ト ア ッ プモー ド では、本装置で遠心の設定がで き ます。 こ の と き の ウ ィ ン ド シー
ル ド は青色です。

測定 Mode
遠心モー ド では、ウ ィ ン ド シール ド が緑色にな り 、遠心が進行中であ る こ と を示 し ま
す。 遠心モー ド 時に、速度、時間、温度、加速/減速のパ ラ メ ー タ を変更で き ますが、
遠心速度が5,000 RPMを超え る 場合、新たに変更 さ れた加速値は無視 さ れ、新たに変更
さ れた減速値が使用 さ れます。
シ ス テ ムオプシ ョ ン機能の中には遠心モー ド で実行で き る も の も あ り ます。詳細につ
いては「シ ス テ ムの操作」を参照 し て く だ さ い。

診断 メ ッ セージ/ユーザー メ ッ セージ
オペレー タ の注意を必要 と する 状況が発生す る と 、ウ ィ ン ド シール ド が赤色にな り ま
す。 ウ ィ ン ド シール ド を押 し て、診断 メ ッ セージ を示すダ イ ア ロ グ を開いて く だ さ い。
本装置に関する情報や、異常な状態についての警告を示すユーザー メ ッ セージが表示
さ れます。 詳細については「第3章, ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ」を参照 し て く だ さ い。
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操作
Optima MAX-TL の遠心手順の概要  2
Optima MAX-TLの遠心手順の概要

本項では、手動 と プ ロ グ ラ ムの両方について、本装置の遠心手順の概要を説明 し ます。 
こ こ での説明は、本装置 と タ ッ チ ス ク リ ーン イ ン タ ーフ ェ イ ス の使用に十分慣れた
ユーザー向けに、参考 と し て記載 さ れた も のです。 イ ン タ ーフ ェ イ ス画面の画像を含
む詳細な手順については、「マニ ュ アル操作」 と 「プ ロ グ ラ ム操作」を参照 し て く だ さ
い。
室温以外で遠心を実行す る場合は、「遠心前の冷却ま たは加温」の説明に従っ て本装置
を準備 し て く だ さ い。

卓上型超遠心機 と ロー タの準備
本装置で ロ ー タ を使用す る ための準備については、各 ロ ー タ に付属の説明書を参照 し
て く だ さ い。
注 最適な性能で超遠心を行 う には、次の遠心までの間、 ド ア を閉 じ たままに し 、本装置 と バ

キュームシステムの電源を入れたままに し て く だ さ い。 ロー タ を チ ャ ンバー内に設置 し たま
まにする必要はあ り ません。

ロータの取 り 付け
チ ャ ンバーの ド アの ロ ッ ク を解除 し て ド ア を開け る 前に、電源ス イ ッ チを オンに し て
お く 必要があ り ます。

1 電源を入れます（I）。 
タ ッ チ ス ク リ ーン イ ン タ ーフ ェ イ ス のデ ィ ス プ レ イ がオンにな り 利用で き ます。
何 ら かの理由で遠心を中止する 場合は、電源を切 ら ないで く だ さ い。 
STOP（停止）ボ タ ン を押 し て く だ さ い。

2 ド アが開 く かど う か試 し ます。 
a. チ ャ ンバーが真空状態で ド アが ロ ッ ク さ れてい る場合は、VACUUM（バキ ュー

ム）ボ タ ン を押 し てチ ャ ンバー内の真空を解除 し 、 ド アの ロ ッ ク を解除 し ま
す。
 • こ の コ マ ン ド は ロ ー タ が休止 し てい る と き にのみ有効です。 
 • チ ャ ンバーのバキ ューム解除中にはシ ュー と い う 音が聞 こ え ます。
 • チ ャ ンバーの ド アは、VACUUM（バキ ュ ーム）ボ タ ン を押 し てか ら 数分間、

ま たはベルの音が鳴る ま で開けないで く だ さ い。 そ う する こ と で、チ ャ ン
バー内の真空が完全に解除 さ れ、 ド ア を開け る こ と がで き る よ う にな り ま
す。

3 バキ ュームが解除 さ れた ら 、 ド アのハン ド ルを使っ て ド ア を開き ます。
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Optima MAX-TL の遠心手順の概要  
4 ロ ー タ に付属の説明書に従い、 ロ ー タ を取 り 付け ます。
ロ ー タ が ド ラ イ ブハブに正 し く 配置 さ れ る こ と を確認 し て く だ さ い。
注 ロー タ を ド ラ イ ブハブに設置する際は、ロー タ のプ ラ ン ジ ャーを カ チ ッ と い う 音が聞

こ え る までゆっ く り と 押 し 下げ、ロー タ を し っか り と 固定 し て く だ さ い。 プ ラ ン ジ ャー
から指を離 し た と きに、プ ラ ン ジ ャーが押 し 下げられたままであれば、ロー タ が正 し
く 固定 さ れています。 プ ラ ンジ ャーが上に戻っ て き た場合は、この手順を繰 り 返 し た
後、ロー タ を静かに持ち上げて固定 さ れた こ と を確認 し ます。 

5 チ ャ ンバーの ド ア を閉 じ ます。 
チ ャ ンバー内を清潔で乾いた状態に保つには、で き る限 り ド ア を閉 じ ておき ます。

遠心前の冷却または加温
本装置の遠心前に冷却ま たは加温する には以下の手順を実行 し ます。

1 メ イ ン画面のTemp（温度）ボ タ ン を押 し ます。
Enter run temperature（遠心温度の入力）画面が表示 さ れます。

2 温度を入力 し 、OK（OK）ボ タ ン を押 し て確定 し ます。
入力 し た温度は設定温度にな り 、 メ イ ン画面のTemp（温度）ボ タ ンの右に表示 さ
れます。

3 ド ア を閉 じ ます。

4 VACUUM（バキ ュ ーム）ボ タ ン を押 し てバキ ューム シ ス テ ム を オンに し ます。 
START（開始）ボ タ ン を使用す る必要はあ り ません。
遠心前の冷却ま たは加温が開始 さ れます。
注 本装置を遠心前に冷却または加温するだけでな く 、ロー タ を本装置の外で事前に冷却

または加温する と 温度平衡に要する時間を短縮で き ます。

手動遠心
本項では、手動遠心を実行する 手順の概要を説明 し ます。 タ ッ チ ス ク リ ーン イ ン タ ー
フ ェ イ ス の ス ク リ ーン画像を伴 う 各ス テ ッ プの詳細な手順については、「マニ ュ アル操
作」を参照 し て く だ さ い。
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Optima MAX-TL の遠心手順の概要  2
1 電源を入れます（I）。

2 ロ ー タ に付属の説明書に従い ロ ー タ を取 り 付け、チ ャ ンバーの ド ア を閉 じ ます。
 • 検体の遠心サ イ ク ルを開始する 前に、30分間バキ ューム シ ス テ ム をオンに し て

く だ さ い。 そ う す る こ と で、バキ ューム シ ス テ ムが ウ ォーム ア ッ プ さ れ、バ
キ ュ ーム シ ス テ ム内の結露を除去で き ます。

3 Speed（速度）ボ タ ン を押 し 、遠心速度（5,000～120,000 RPM）を入力 し ます。

4 Time（時間）ボ タ ン を押 し 、遠心時間（最長99時間59分）を入力 し ます。

5 Temp（温度）ボ タ ン を押 し 、必要な遠心温度（0～40℃）を入力 し ます。

6 デフ ォ ル ト のMax（最 も 急速）の加速率 と 減速率を その ま ま使 う 場合は手順7に進
んで く だ さ い。
こ の手順は任意で省略可能です。 
a. Accel/Decel（加速/減速） メ ニ ューオプシ ョ ン を選択 し 、加速率をMax（最速）

～9（最遅）か ら 選択 し ます。 
b. 減速率をMax（最 も 急速）～0（自然に停止）の数値か ら 選びます。

こ の手順を飛ば し て、デフ ォル ト のMax（最 も 急速）の加速率 と 減速率を その
ま ま使 う こ と も で き ます。

7 START（開始）ボ タ ン を押 し て遠心を開始 し ます。
 • 装置の真空レベルが5 ミ ク ロ ンに到達する ま で、最長で20分かか り ます。

プ ログ ラム遠心
本項では、プ ロ グ ラ ム遠心を実行する 手順の概要を説明 し ます。 こ の手順では、プ ロ
グ ラ ム遠心がすでに作成お よ び保存 さ れてい る こ と を前提 と し てい ます。 タ ッ チ ス ク
リ ーン イ ン タ ーフ ェ イ ス の ス ク リ ーン画像を伴 う 各ス テ ッ プの詳細な手順については、

「プ ロ グ ラ ム操作」を参照 し て く だ さ い。

1 電源を入れます（I）。

2 ロ ー タ に付属の説明書に従い ロ ー タ を取 り 付け、チ ャ ンバーの ド ア を閉 じ ます。
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3 Program（プ ロ グ ラ ム） メ ニ ューオプシ ョ ン を選択 し 、一覧か ら プ ロ グ ラ ム を選択
し ます。

4 OK（OK）ボ タ ン を押 し てプ ロ グ ラ ムパ ラ メ ー タ を ロ ー ド し ます。

5 START（開始）ボ タ ン を押 し て遠心を開始 し ます。

マニ ュ アル操作

本項は手動操作で遠心パ ラ メ ー タ を入力する 手順を詳細に説明 し ます。

装置の準備
手動遠心では、まず ロ ー タ を取 り 付け、必要に応 じ て遠心前の冷却ま たは加温を実行
し ます。 詳細な情報 と 手順については、「卓上型超遠心機 と ロ ー タ の準備」を参照 し て
く だ さ い。

遠心速度の入力
遠心速度範囲は5,000～120,000 RPMです。 新 し い速度が入力 さ れない場合は、前回入力 さ
れた速度が自動的に適用 さ れます。遠心速度の下3桁は常にゼ ロ で、変更はで き ませ
ん。 た と えば、遠心速度を100,000 RPMに設定する には、キーパ ッ ド デ ィ ス プ レ イ で

「100」 と 入力 し ます。

1 メ イ ン画面のSpeed（速度）ボ タ ン を押 し ます。
Enter run speed（遠心速度の入力）画面が表示 さ れます。
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速度の許容範囲（5,000～120,000 RPM）が、デ ィ ス プ レ イ フ ィ ール ド の右に表示 さ れ
ます。

2 キーパ ッ ド デ ィ ス プ レ イ で速度を入力 し 、OK（OK）ボ タ ン を押 し て確定 し ます。
メ イ ン画面に表示が戻 り 、設定速度がSpeed（速度）デ ィ ス プ レ イ の右に表示 さ れ
ます。

注 120,000を超え るRPM値を入力する と 、OK（OK）ボ タ ンがグレー表示にな り ます。 

3 手動遠心の途中で遠心速度を他の許容範囲内の値に変更す る には、手順1 と 2を繰 り
返 し ます。
遠心が進行中であれば、 ロ ー タ は新 し く 指定 さ れた速度に加速ま たは減速 し ます。
注 およそ1,000 rpmで、装置は取 り 付けたロー タ の定格速度を検出 し ます。 設定速度がロー

タ の定格速度を超えた ら、設定速度は自動的にロー タ の定格速度に減速 さ れます。

遠心時間の入力
ロ ー タ が回転 し 始め る と 、時間デ ィ ス プ レ イ でカ ウ ン ト ダ ウ ンが開始 さ れます。 設定
時間がゼ ロ にな る と 遠心が自動的に終了 し ます。

時間指定モー ド
遠心時間は99時間59分ま で設定可能です。 新 し い遠心時間が入力 さ れない場合は、前回
入力 さ れた遠心時間が自動的に適用 さ れます。 ロ ー タ が回転 し 始め る と 、Time（時間）
デ ィ ス プ レ イ でカ ウ ン ト ダ ウ ンが開始 さ れます。 設定時間が0にな る と 、遠心が自動的
に終了 し て ロ ー タ が減速 し 始め ます。 ロ ー タ の回転が停止する と 音が鳴 り ます（音量
が ミ ュー ト にな っ ていない場合）。
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1 メ イ ン画面のTime（時間）ボ タ ン を押 し ます。
Enter run duration（遠心時間の入力）画面が表示 さ れます。
遠心時間の許容範囲（00:01～99:59 HH:MM）が、デ ィ ス プ レ イ フ ィ ール ド の右に表
示 さ れます。

2 キーパ ッ ド デ ィ ス プ レ イ で時間を入力 し 、OK（OK）ボ タ ン を押 し て確定 し ます。
メ イ ン画面に表示が戻 り 、設定時間がTime（時間）デ ィ ス プ レ イ の右に表示 さ れ
ます。

 分の位で59を超え る値を入力す る と 、本装置は自動的に時間 と 分に変換 し ます。

3 手動遠心中に設定時間を変更す る には、手順1 と 2を繰 り 返 し ます。
本装置は新 し く 指定 さ れた遠心時間に合わせて稼動を続け ます。

遠心温度の入力
遠心温度は0～40℃の範囲で設定可能です。 新 し い値が入力 さ れない場合は、前回入力
さ れた温度が自動的に適用 さ れます。 前回の入力値を ク リ アする と 、操作温度は25℃に
設定 さ れます。
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1 メ イ ン画面のTemp（温度）ボ タ ン を押 し ます。
Enter run temperature（遠心温度の入力）画面が表示 さ れます。

遠心温度の許容範囲（0～40℃）が、デ ィ ス プ レ イ フ ィ ール ド の右に表示 さ れます。

2 キーパ ッ ド で温度を入力 し 、OK（OK）ボ タ ン を押 し て確定 し ます。
メ イ ン画面に表示が戻 り 、設定遠心温度がTime（時間）デ ィ ス プ レ イ の右に表示
さ れます。

注 40を超え る温度値を入力する と 、OK（OK）ボ タ ンがグレー表示にな り ます。

3 手動遠心中に設定温度を変更す る には、手順1 と 2を繰 り 返 し ます。
本装置は変更後の温度をすぐ に反映 し ます。
注 ロー タ の温度が40分以上、設定温度から3℃ を超えた場合は、診断 メ ッ セージが表示 さ

れます。 遠心が進行中であれば、ロー タ は減速 し て停止 し ます。第3章, ト ラ ブルシ ュー
テ ィ ングを参照 し て く だ さ い。

加速率と減速率の入力
本装置には、密度勾配層、な ら びに検体層 と 密度勾配層の界面を保護する ため、10種
類の加速率 と 11種類の減速率が用意 さ れてい ます。表 2.1に、 タ ッ チ ス ク リ ーン イ ン
タ ーフ ェ イ ス の番号に対応 し た加速率 と 減速率を リ ス ト し ます。 加速時間は、 ロ ー タ
が停止状態か ら 5,000 RPMに達する ま でにかか る 時間です。 5,000 RPMに到達する と 、
ロ ー タ が設定速度に達す る ま で最大加速率で加速が行われます。 減速時間は、 ロ ー タ
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が5,000 RPMか ら 停止状態に減速す る ま でにかか る時間です。 設定速度か ら 5000ま では、
ロ ー タ は最大の動的ブ レーキで減速 し ます。

デフ ォ ル ト の最大率を使用する と 、自動的に最 も 高い率で加速 と 減速が行われます。 
加速率 と 減速率のいずれかを変更する と 、 メ イ ン画面にAccel（加速）ボ タ ン と Decel

（減速）ボ タ ンが表示 さ れ、選択 し た加速率や減速率が示 さ れます。 Accel/Decel（加速/
減速） メ ニ ューオプシ ョ ン を使用する 代わ り に、 こ れ ら のボ タ ンで加速率や減速率を
変更で き ます。

1 メ イ ン画面の中央下にあ るAccel（加速）ボ タ ン ま たはDecel（減速）ボ タ ン を押 し
ます。
Select accel/decel rates（加速率/減速率の選択）画面が表示 さ れます。

表 2.1  加速率 と 減速率

タ ッ チス ク リ ー
ン上の番号

0から5000 RPM （MM:SS） まで
の加速時間

5,000 RPMから0 RPMまでの減速時間
（分:秒）

Max 0:15a

a. 最大率。 タ ッ チス ク リ ーンの番号が選択 されていない場合、ロー タ は最大率で加速・減速 し ます。

0:15a

1 0:30 1:00
2 1:00 1:30
3 1:30 2:00
4 2:00 2:30
5 2:30 3:00
6 3:00 4:00
7 3:30 6:00
8 4:00 8:00

9名 5:00 10:00
0 適用外 ブ レーキをかけずに設定速度から自然に

減速
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デフ ォ ル ト 値はど ち ら も Max（最大速度）です。

2 希望する比率を押すには、ス ラ イ ダー上でそれに対応する 番号を押 し ます。
選択 し た上の フ ィ ール ド に、選択 し た加速率/減速率の継続時間が表示 さ れます。
減速率にCoast（惰力）を選択する と 、 こ の例の よ う に「Coast（惰力）」 と 表示 さ れ
ます。
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3 OK（OK）ボ タ ン を押 し て確定 し ます。
加速率/減速率をMax以外に設定す る と 、 メ イ ン画面にAccel（加速）ボ タ ン と Decel

（減速）ボ タ ンが表示 さ れ、選択 し た加速率や減速率が示 さ れます。 

遠心の開始

1 メ イ ン画面のSTART（開始）ボ タ ン を押 し ます。
 • ロ ー タ の回転が始ま り ます。
 • バキ ューム シ ス テ ムが作動 し 始め ます（既にオンにな っ ていない場合）。 
 • VACUUM（バキ ュ ーム）ボ タ ンが緑色にな り 、真空レベルが表示 さ れます。
 • タ ッ チ ス ク リ ーンの ウ ィ ン ド シール ド が緑色に変わ り ます。
 • Speed（速度）、Time（時間）、Temp（温度）のデ ィ ス プ レ イ フ ィ ール ド に表示

さ れた変化する矢印は、設定値に到達する ま での装置の進行状況を示 し ます。
 • START（開始）ボ タ ンはSTOP（停止）ボ タ ンに変わ り ます。

Time（時間）デ ィ ス プ レ イ のカ ウ ン ト ダ ウ ンが0にな る と 、遠心は自動的に停
止 し て音が鳴 り ます。

注 遠心中には利用で き ない機能があ り ます。
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2 遠心が完了 し た後、同 じ パ ラ メ ー タ を使っ て遠心を繰 り 返す こ と が可能です。 
こ れを行 う 場合は、START（開始）ボ タ ン を押 し て く だ さ い。
次回の遠心には設定 さ れたパ ラ メ ー タ が使用 さ れます。
注 遠心 と 遠心の間にはチ ャ ンバー ド ア を閉 じ たままに し ます。

遠心の停止

1 遠心を手動で停止する場合は、 メ イ ン画面のSTOP（停止）ボ タ ン を押 し ます。
遠心が停止 し よ う と し てい る と き は、常にその こ と が メ イ ン画面に示 さ れます。

2 遠心が停止 し 時間が0に達す る と 、VACUUM（バキ ューム）ボ タ ン を押 し てバキ ュ ー
ム シ ス テ ム をオ フに し 、真空を解除で き ます。
チ ャ ンバー ド アの ロ ッ ク が解除 さ れ る ので、 ド ア を開いてサンプルを取 り 出 し ま
す。

プ ログ ラム操作

本装置の メ モ リ にはプ ロ グ ラ ム を保存する こ と がで き ます。各プ ロ グ ラ ムには最大5つ
の ス テ ッ プを含め る こ と が可能です（ス テ ッ プご と に1つの遠心パ ラ メ ー タ セ ッ ト が含
まれます）。 本装置の電源を切っ た後で も プ ロ グ ラ ムは メ モ リ に保持 さ れます。
PN A96727AF    2-13



操作
プ ログ ラム操作  
新し いプ ログ ラムの作成

1 メ イ ン画面のMenu（ メ ニ ュー）ボ タ ン を押 し ます。
メ ニ ューオプシ ョ ンの一覧が表示 さ れます。

2 Program（プ ロ グ ラ ム）を選択 し ます。
Select program（プ ロ グ ラ ムの選択）画面が表示 さ れます。 

プ ロ グ ラ ムが ま だ作成・保存 さ れていない場合、 こ の画面には何 も 表示 さ れませ
ん。
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3 New Program（新規プ ロ グ ラ ム）ボ タ ン を押 し ます。
Program summary（プ ロ グ ラ ム概要）画面が表示 さ れます。

4 New Step（新規ス テ ッ プ）ボ タ ン を押 し ます。
Enter step speed（ス テ ッ プ速度の入力）画面が表示 さ れます。

選択 し た ロ ー タ に応 じ て、遠心速度の許容範囲（5,000～120,000 RPM）が、デ ィ ス プ
レ イ フ ィ ール ド の右に表示 さ れます。
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5 キーパ ッ ド デ ィ ス プ レ イ で速度を入力 し 、OK（OK）ボ タ ン を押 し て確定 し ます。
Enter step duration（ス テ ッ プ時間の入力）画面が表示 さ れます。

遠心時間の許容範囲（00:01～99:59 HH:MM）が、デ ィ ス プ レ イ フ ィ ール ド の右に表
示 さ れます。

6 キーパ ッ ド デ ィ ス プ レ イ で遠心時間を入力 し 、OK（OK）ボ タ ン を押 し て確定 し ま
す。
Enter step temperature（ス テ ッ プ温度の入力）画面が表示 さ れます。

分の位で59を超え る値を入力する と 、本装置は自動的に時間 と 分に変換 し ます。
遠心温度の許容範囲（0～40℃）が、デ ィ ス プ レ イ フ ィ ール ド の右に表示 さ れます。
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7 キーパ ッ ド デ ィ ス プ レ イ で温度を入力 し 、OK（OK）ボ タ ン を押 し て確定 し ます。 
Program summary（プ ロ グ ラ ム概要）画面が表示 さ れ、最初の ス テ ッ プのパ ラ メ ー
タ が示 さ れます。

40を超え る数字を入力する と 、OK（OK）ボ タ ンがグ レー表示にな り ます。

8 遠心を完了 さ せる ため、ス テ ッ プ6～9を繰 り 返 し 、最大5つの ス テ ッ プのパ ラ メ ー
タ を入力 し ます。
Program summary（プ ロ グ ラ ム概要）画面に、入力 し た ス テ ッ プのパ ラ メ ー タ が表
示 さ れます。 

加速値はプ ロ グ ラ ムの最初の ス テ ッ プの加速率、ま た減速値はプ ロ グ ラ ムの最終
ス テ ッ プの減速率です。
5つの ス テ ッ プを入力 し た後は、New Step（新規ス テ ッ プ）ボ タ ンがグ レー表示にな
り ます。
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9 加速率/減速率を変更す る には、Accel（加速）ボ タ ン ま たはDecel（減速）ボ タ ン を
押 し ます。
Select accel/decel rates（加速率/減速率の選択）画面が表示 さ れます。

いずれに も 最高値を適用する場合は手順12に進みます。
時間フ ィ ール ド にはデフ ォ ル ト の「Max」（最大）が表示 さ れます。

10 希望する比率に対応する 番号を押 し て選択 し ます。
選択 し た番号の上に、選択 し た加速率/減速率のお よ その継続時間が表示 さ れます。

減速率にCoast（惰力）を選択する と 、Time（時間）フ ィ ール ド に「Coast（惰力）」
と 表示 さ れます。
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11 OK（OK）ボ タ ン を押 し て確定 し ます。
選択 し た加速率/減速率がProgram summary（プ ロ グ ラ ム概要）画面に表示 さ れます。

12 OK（OK）ボ タ ン を押 し て確定 し ます。
Enter program name（プ ロ グ ラ ム名の入力）画面が表示 さ れます。
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13 キーボー ド と 同 じ 要領でキーパ ッ ド を使い、プ ロ グ ラ ムの名前を入力 し ます。
画面上部にプ ロ グ ラ ム名が表示 さ れます。

a. Shiftキーが緑色にな っ てい る のは、デフ ォル ト 設定で大文字が選択 さ れてい る
こ と を意味 し ます。 
小文字を入力する には、Shiftキーを押 し て く だ さ い。

b. 入力 し た文字を1つずつ消去す る には、Back Spaceを押 し て く だ さ い。
c. 入力をすべて消去する には、Clearを押 し て く だ さ い。

14 OK（OK）ボ タ ン を押 し て確定 し ます。
プ ロ グ ラ ム一覧にプ ロ グ ラ ム名が表示 さ れます。 

こ れで新規プ ロ グ ラ ムが作成 さ れ メ モ リ に保存 さ れま し た。
注 この画面で選択 し たプ ログ ラム名でOK（OK）ボ タ ン を押す と 、そのプ ログ ラムが本装

置にロー ド さ れます。

15 別のプ ロ グ ラ ム を追加・保存す る には こ の手順を繰 り 返 し ます。
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プ ログ ラム遠心の開始

1 メ イ ン画面のMenu（ メ ニ ュー）ボ タ ン を押 し ます。
メ ニ ューオプシ ョ ンの一覧が表示 さ れます。

2 Program（プ ロ グ ラ ム）を選択 し ます。
Select program（プ ロ グ ラ ムの選択）画面が表示 さ れます。

注 この一覧でNo Program Selected（プ ログ ラム非選択）がハイ ラ イ ト さ れている場合は、
保存済みのプ ログ ラムが現在選択 さ れていない こ と を意味 し ます。
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3 実行する プ ロ グ ラ ム名を選択 し 、OK（OK）ボ タ ン を押 し ます。
メ イ ン画面に表示が戻 り 、選択 し たプ ロ グ ラ ム名が ウ ィ ン ド シール ド に表示 さ れ
ます。

最初の ス テ ッ プの遠心パ ラ メ ー タ が、 メ イ ン画面にあ るデ ィ ス プ レ イ フ ィ ール ド
の右に表示 さ れます。

4 START（開始）ボ タ ン を押 し ます。
メ イ ン画面には遠心の開始状況が反映 さ れます。 

こ の画面は、プ ロ グ ラ ムの各ス テ ッ プの進行にあわせて継続的に更新 さ れます。
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5 何 ら かの理由で遠心を停止する には、STOP（停止）ボ タ ン を押 し ます。 
プ ロ グ ラ ムの最後の ス テ ッ プで、Time（時間）デ ィ ス プ レ イ のカ ウ ン ト ダ ウ ンが0
にな る と 、遠心は自動的に停止 し ます。

ロ ー タ が完全に停止する と 音が鳴 り ます。

6 プ ロ グ ラ ムモー ド を終了する には以下の手順を実行 し ます。 
a. メ イ ン画面のMenu（ メ ニ ュー）ボ タ ン を押 し ます。
b. Select Program（プ ロ グ ラ ムの選択）画面で、No Program Selected（プ ロ グ ラ ム非

選択）を選択 し ます。
c. OK（OK）を押 し ます。

メ イ ン画面に表示が戻 り 、パ ラ メ ー タ を手動で入力で き る よ う にな り ます。
d. ま たは、速度、時間、温度の よ う なパ ラ メ ー タ の変更を試みる と い う 手段 も あ

り ます。 
プ ロ グ ラ ムモー ド を終了する こ と を確認する メ ッ セージが表示 さ れます。
PN A96727AF    2-23



操作
プ ログ ラム操作  
プ ログ ラムの変更
ス テ ッ プや加速率/減速率な ど、プ ロ グ ラ ムの ど の部分で も 変更可能です。

1 メ イ ン画面のMenu（ メ ニ ュー）ボ タ ン を押 し ます。
メ ニ ューオプシ ョ ンの一覧が表示 さ れます。

2 Program（プ ロ グ ラ ム）を選択 し ます。
Select program（プ ロ グ ラ ムの選択）画面が表示 さ れます。

必要に応 じ て大き な矢印で画面を繰 り 、探 し てい る プ ロ グ ラ ム を表示 し ます。
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プ ログ ラム操作  2
3 変更する プ ロ グ ラ ムの名前を選択 し ます。
そのプ ロ グ ラ ム名がハ イ ラ イ ト さ れ、Edit Program（プ ロ グ ラ ムの編集）ボ タ ンが利
用可能にな り ます。

4 Edit Program（プ ロ グ ラ ムの編集）ボ タ ン を押 し ます。
Program summary（プ ロ グ ラ ム概要）画面に、選択 し たプ ロ グ ラ ムの ス テ ッ プや他
のパ ラ メ ー タ が表示 さ れます。

5 以下の よ う な変更を加え る こ と が可能です。
a. ス テ ッ プを削除 し ます。 希望す る ス テ ッ プを選択 し 、Delete Step（ス テ ッ プの削

除）ボ タ ン を押 し て く だ さ い。
b. ス テ ッ プを編集 し ます。 希望す る ス テ ッ プを選択 し 、Edit Step（ス テ ッ プの編

集）ボ タ ン を押 し て く だ さ い。 
詳細については「新 し いプ ロ グ ラ ムの作成」を参照 し て く だ さ い。
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c. ス テ ッ プを追加 し ます（プ ロ グ ラ ムの ス テ ッ プが5つ未満の場合）。 New Step（新
規の ス テ ッ プ）ボ タ ン を押 し て く だ さ い。 
詳細については「新 し いプ ロ グ ラ ムの作成」を参照 し て く だ さ い。

d. 加速率/減速率を変更 し ます。 
詳細については「新 し いプ ロ グ ラ ムの作成」を参照 し て く だ さ い。

プ ログ ラム削除

1 メ イ ン画面のMenu（ メ ニ ュー）ボ タ ン を押 し ます。
メ ニ ューオプシ ョ ンの一覧が表示 さ れます。
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2 Program（プ ロ グ ラ ム）を選択 し ます。
Select program（プ ロ グ ラ ムの選択）画面が表示 さ れます。

3 削除する プ ロ グ ラ ムの名前を選択 し ます。 
そのプ ロ グ ラ ム名がハ イ ラ イ ト さ れ、Delete Program（プ ロ グ ラ ムの削除）ボ タ ンが
利用可能にな り ます。
必要に応 じ て大き な矢印で画面を繰 り 、探 し てい る プ ロ グ ラ ム を表示 し ます。

4 プ ロ グ ラ ム を削除する には、Delete Program（プ ロ グ ラ ムの削除）ボ タ ン を押 し ま
す。 
確認 メ ッ セージが表示 さ れます。

5 Yes（はい）ボ タ ン を押 し ます。
プ ロ グ ラ ムは削除 さ れ、保存済みプ ロ グ ラ ムの一覧か ら 消去 さ れます。
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システムの操作

本項では、シ ス テ ム操作で実行する手順を説明 し ます。 イ ン タ ーフ ェ イ ス言語の設定、
日付 と 時刻の設定、音量の設定な ど のシ ス テ ム レベル操作が、ユーザーに よ っ て実行
さ れます。 すべてのユーザは こ れ ら の機能を実行で き ます。

システムオプシ ョ ンのア ク セス

1 メ イ ン画面のMenu（ メ ニ ュー）ボ タ ン を押 し 、System（シ ス テ ム）を選択 し ます。
System options（シ ス テ ムオプシ ョ ン）画面が表示 さ れます。

2 こ の画面では以下の操作を実行で き ます。
a. 音量を設定 し ます。 

音量の設定を参照 し て く だ さ い。
b. イ ン タ ーフ ェ イ ス言語を設定 し ます。

イ ン タ ーフ ェ イ ス言語を設定す る を参照 し て く だ さ い。
c. 日付 と 時刻を設定 し ます。

日時の設定を参照 し て く だ さ い。

イ ン ターフ ェ イ ス言語を設定する
本装置の タ ッ チ ス ク リ ーンは、 さ ま ざ ま な言語に設定で き ます。 言語設定を行 う には
以下の ス テ ッ プに従っ て く だ さ い。
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1 メ イ ン画面のMenu（ メ ニ ュー）ボ タ ン を押 し 、System（シ ス テ ム）を選択 し ます。
System options（シ ス テ ムオプシ ョ ン）画面が表示 さ れます。

2 Language（言語）ボ タ ン を押 し ます。
Language settings（言語設定）画面が表示 さ れます。

3 言語オプシ ョ ン一覧か ら 言語を選択 し ます。 
注 上矢印キーまたは下矢印キーを選択 し て利用可能な全言語を表示 し ます。

4 OK（OK）を押 し ます。
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画面が表示 さ れシ ス テ ムの再開を促 し ます。

5 Yes（はい）を押 し ます。 
シ ス テ ムは再開 し 選択 し た言語が表示 さ れます。

日時の設定

1 「シ ス テ ムオプシ ョ ンのア ク セ ス」の説明に従い、System options（シ ス テ ムオプ
シ ョ ン）画面にア ク セ ス し ます。

2 Set Time（時間設定）ボ タ ン を押 し ます。
Set system date and time（シ ス テ ムの日時設定）画面が表示 さ れます。
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3 希望する日付 と 時刻が表示 さ れ る ま で大き な矢印を押 し ます。 
時間 と 日付が設定 さ れます。
a. 矢印を押 し 続け る と 日付や時刻をすばや く 変更で き ます。

4 12 hr（12時間）ま たは24 hr（24時間）を押 し て、シ ス テ ムの時間表示を12時間形式
と 24時間形式のいずれかに設定 し ます。 
a. OK（OK）ボ タ ン を押 し て確定 し ます。

日時が設定 さ れ、System options（シ ス テ ムオプシ ョ ン）画面に表示が戻 り ます。

音量の設定

1 「シ ス テ ムオプシ ョ ンのア ク セ ス」の説明に従い、System options（シ ス テ ムオプ
シ ョ ン）画面にア ク セ ス し ます。

2 希望する音量を選択 し ます。
音量レベルには、Mute（消音）、Low（小）、Med（中）、High（大）があ り ます。

3 OK（OK）ボ タ ン を押 し て確定 し ます。
音量レベルが新 し い音量レベルに調整 さ れ、 メ イ ン画面に表示が戻 り ます。
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第3章
ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ

概要

本章は、起こり得る故障と、考えられる原因および対策を一覧表示にして提供します。
保守手順については第4章, 保存整備 で説明します。
ここで覆われていない任意の問題については、ベックマン コールターの担当に問い合
わせてください。

ユーザ メ ッ セージ

ユーザメッセージは本装置に関する情報を操作者に提供したり、注意を要する状況に
ついて操作者に警告を発するもので、タッチスクリーンインターフェイスに表示され
ます。赤い縁取りのダイアログボックスには診断メッセージが含まれます （図 3.1の例
を参照）。一般的な診断の種類は以下の通りです。
 • CPU
 • 電源
 • ス ピー ド
 • 真空度
 • 温度
 • 駆動系統
 • 不均等
 • ド ア

注 装置の電源オンとオフの間は 10 秒間待ってから電源をオンにしてエラー状態をクリア
します。
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ユーザ メ ッ セージ  
図 3.1  タ ッ チス ク リ ーン イ ン タ ーフ ェ イ スに表示 さ れたユーザ メ ッ セージ例

表 3.1  ユーザ メ ッ セージ表

メッセージ 定義/結果 考えれる原因と推奨される処置

CPU Error 101～
113

マイクロプロセッサの
故障またはプログラム
メモリのロス/ブレーキ
なしで減速

 • 停電が原因でマイクロプロセッサの故障が生じた場合は、
電源を切ってからもう一度入れることによってエラーを
クリアできます。操作者による他の処置は必要ありませ
ん。（プログラムメモリが失われた場合でも、本装置を手
動で操作することは可能です。）

 • Beckman Coulter現地サービス技師にご連絡ください。

Power Error 201
と 202

遠心中の停電 遠心中に停電が発生しました。ロータの回転中に電力が復旧
すると、遠心は再開されます。しかし、ロータが停止した場
合には遠心を再始動します。

Power Error 203 遠心中の停電/ブレーキ
なしで減速

遠心中に停電が発生しました。電源は復旧しましたが、遠心
は続行されませんでした。
1. 本装置の電源を切ってから再び入れます。
2. 問題が再発する場合は、Beckman Coulterの現地サービスに

お問い合わせください。

Power Error 
204～207

電源障害/ブレーキなし
で減速

操作者による処置は推奨されません。Beckman Coulter 現地サ
ービス技師にご連絡ください。
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ト ラ ブルシ ューテ ィ ング
ユーザ メ ッ セージ  3
Speed Error 301 ロータが取り付けられ
ていない/ブレーキによ
る減速

注 この障害が発生すると、診断メッセージをクリアしてド
アを開くまでに、5 分のディレイが起こります。電源はオ
ンの状態にしておく必要があります。そうしなければ本
装置はディレイ時間の終了時に計算できません。停電が
起こったり電源を切ってしまった場合、残りのディレイ
時間は保存され、電源が復旧してもディレイ時間が終了
するまでドアはロックされたままとなります。

1. ロー タ が正 し く 設置 さ れている こ と を確認 し ます。
2. 問題が再発する場合は、Beckman Coulterの現地サービスに

お問い合わせください。

Speed Error 302 
と  303

速度障害/ブ レーキな し
で減速

注 この障害が発生すると、診断メッセージをクリアしてド
アを開くまでに、166 分のディレイが起こります。電源は
オンの状態にしておく必要があります。そうしなければ
本装置はディレイ時間の終了時に計算できません。停電
が起こったり電源を切ってしまった場合、残りのディレ
イ時間は保存され、電源が復旧してもディレイ時間が終
了するまでドアはロックされたままとなります。

1. ロータが正しく設置されていることを確認します。
2. 本装置が水平面に配置されていることを確認します。
3. 設定速度が使用するロータに適していることを確認しま

す。
4. ロータのロードがロータの説明書に記載されている許容

範囲内であることを確認します。
5. ロータの底部にあるマグネットが破損していないことを

確認します。
6. メッセージが繰り返し表示される場合は、Beckman Coulter

の現地サービスにお問い合わせください。

Speed Error 304 速度障害/ブ レーキな し
で減速

このメッセージは過速度状態を示します。
1. ロータが正しく設置されていることを確認します。
2. 本装置が水平面に配置されていることを確認します。
3. ロータの底部にあるマグネットが破損していないことを

確認します。
4. メッセージが繰り返し表示される場合は、Beckman Coulter

の現地サービスにお問い合わせください。

表 3.1  ユーザ メ ッ セージ表（続き）

メッセージ 定義/結果 考えれる原因と推奨される処置
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ト ラ ブルシ ューテ ィ ング
ユーザ メ ッ セージ  
Speed Error 305 速度障害/ブレーキによ
る減速

このメッセージは速度信号に問題のあることを示します。
1. ロータが正しく設置されていることを確認します。
2. 本装置が水平面に配置されていることを確認します。
3. ロータの底部にあるマグネットが破損していないことを

確認します。
4. メッセージが繰り返し表示される場合は、Beckman Coulter

の現地サービスにお問い合わせください。

Speed Error 306 
と  307

速度障害/ブレーキによ
る減速

操作者による処置は推奨されません。Beckman Coulter 現地サ
ービス技師にご連絡ください。

Speed Error 308 設定速度が使用されて
いるロータの最高速度
を超えている/設定速度
がロータの最高速度に
リセットされて遠心が
継続

操作者による処置は必要ありません。

Speed Error 309 
と  310

速度障害/ブレーキによ
る減速

操作者による処置は推奨されません。Beckman Coulter 現地サ
ービス技師にご連絡ください。

Vacuum Error 
401

チャンバー内圧が 500
ミクロンを超えている/
ブレーキによる減速

1. ドアのOリングが清潔な状態で、損傷がなく、正しく潤滑
されていることを確認します。

2. サンプルが漏れていないか点検します。必要に応じてロー
タチャンバーを清掃して乾かします。

3. 問題が再発する場合は、Beckman Coulterの現地サービスに
お問い合わせください。

Vacuum Error 
402

チャンバー圧力が 5 分
より長く 31.5 ミクロン
を超えている/卓上型超
遠心機が作動している
場合、ブレーキで減速
されます

1. ドアのOリングが清潔な状態で、損傷がなく、正しく潤滑
されていることを確認します。

2. サンプルが漏れていないか点検します。必要に応じてロー
タチャンバーを清掃して乾かします。

3. 問題が再発する場合は、Beckman Coulterの現地サービスに
お問い合わせください。

Vacuum Error 
403

チャンバー圧力が45 分
以内に 31.5 ミクロンに
達しなかった/卓上型超
遠心機が作動している
場合、ブレーキで減速
されます

1. ドアのOリングが清潔な状態で、損傷がなく、正しく潤滑
されていることを確認します。

2. サンプルが漏れていないか点検します。必要に応じてロー
タチャンバーを清掃して乾かします。

3. 問題が再発する場合は、Beckman Coulterの現地サービスに
お問い合わせください。

表 3.1  ユーザ メ ッ セージ表（続き）

メッセージ 定義/結果 考えれる原因と推奨される処置
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ト ラ ブルシ ューテ ィ ング
ユーザ メ ッ セージ  3
Vacuum Error 
404

真空レベル障害/ブレー
キによる減速

1. ドアのOリングが清潔な状態で、損傷がなく、正しく潤滑
されていることを確認します。

2. サンプルが漏れていないか点検します。必要に応じてロー
タチャンバーを清掃して乾かします。

3. 問題が再発する場合は、Beckman Coulterの現地サービスに
お問い合わせください。

Vacuum Error 
405

真空が正しく解除され
ない/ブレーキによる減
速

ユーザによる処置は推奨されません。Beckman Coulter 現地サ
ービス技師にご連絡ください。

Vacuum Error 
406

真空オフセット障害/ブ
レーキによる減速

ユーザによる処置は推奨されません。Beckman Coulter 現地サ
ービス技師にご連絡ください。

Temperature 
Error 501～504

ロータ温度の過熱また
は制御障害/ブレーキに
よる減速

ユーザによる処置は推奨されません。Beckman Coulter 現地サ
ービス技師にご連絡ください。

Drive Error 601 駆動系統に関するエラ
ー/ブレーキなしで減速

ユーザによる処置は推奨されません。Beckman Coulter 現地サ
ービス技師にご連絡ください。

Drive Error 602 駆動系統の過熱/ブレー
キなしで減速

ユーザによる処置は推奨されません。Beckman Coulter 現地サ
ービス技師にご連絡ください。

Drive Error 603
～605

駆動系統に関するエラ
ー/ブレーキなしで減速

注 この障害が発生すると、診断メッセージをクリアしてド
アを開くまでに、166 分のディレイが起こります。電源は
オンの状態にしておく必要があります。そうしなければ
本装置はディレイ時間の終了時に計算できません。停電
が起こったり電源を切ってしまった場合、残りのディレ
イ時間は保存され、電源が復旧してもディレイ時間が終
了するまでドアはロックされたままとなります。

操作者による処置は推奨されません。Beckman Coulter 現地サ
ービス技師にご連絡ください。

Drive Error 606 駆動系統に関するエラ
ー/ブレーキなしで減速

注 この障害が発生すると、診断メッセージをクリアしてド
アを開くまでに、166 分のディレイが起こります。電源は
オンの状態にしておく必要があります。そうしなければ
本装置はディレイ時間の終了時に計算できません。停電
が起こったり電源を切ってしまった場合、残りのディレ
イ時間は保存され、電源が復旧してもディレイ時間が終
了するまでドアはロックされたままとなります。

1. ロータが正しく設置されていることを確認します。
2. 本装置が水平面に配置されていることを確認します。
3. ロータの底部にあるマグネットが破損していないことを

確認します。
4. メッセージが繰り返し表示される場合は、Beckman Coulter

の現地サービスにお問い合わせください。

表 3.1  ユーザ メ ッ セージ表（続き）

メッセージ 定義/結果 考えれる原因と推奨される処置
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停電時にサン プルを取 り 出す方法  
停電時にサン プルを取 り 出す方法

瞬間的な停電の場合、電源の復旧とともに本装置は （停止した時点から）操作を再開
し、ロータは設定速度に戻ります。但しロータが完全に停止してしまった場合は、電源
が復旧した後で操作者が遠心を再開する必要があります。いずれの場合でも、タッチス
クリーンインターフェイスにPOWERメッセージが表示され、停電が発生したことを示し
ます。

Drive Error 607 駆動系統に関するエラ
ー/ブレーキなしで減速

1. OKを押してエラーをクリアします。
2. エラーメッセージがなお表示される場合は、装置の電源を

オフにして再びオンにします。
3. 問題が再発する場合は、Beckman Coulterの現地サービスに

お問い合わせください。

Drive Error 608 駆動系統に関するエラ
ー/ブレーキなしで減速

1. ロータが0 RPMに減速するまで待ちます。
2. OKを押してエラーをクリアします。
3. エラーメッセージがなお表示される場合は、装置の電源を

オフにして再びオンにします。
4. 問題が再発する場合は、Beckman Coulterの現地サービスに

お問い合わせください。

Drive Error 609 駆動系統に関するエラ
ー/ブレーキなしで減速

1. OKを押してエラーをクリアします。
2. エラーメッセージがなお表示される場合は、装置の電源を

オフにして再びオンにします。
3. 問題が再発する場合は、Beckman Coulterの現地サービスに

お問い合わせください。

Imbalance Error 
701

ロータの不均等が検出
された/ブレーキによる
減速

1. ロータがドライブハブに正しく固定されていることを確
認してください。

2. チューブやバケットが適切なバランスで配置されている
ことを確認します。

3. 遠心を再開します。
4. 問題が再発する場合は、Beckman Coulterの現地サービスに

お問い合わせください。

Door Error 801～
803

ドアが開いている、ま
たはロックが解除され
ている/ブレーキによる
減速

1. ドアをしっかりと閉じて遠心を再開します。
2. 問題が再発する場合は、Beckman Coulterの現地サービスに

お問い合わせください。

表 3.1  ユーザ メ ッ セージ表（続き）

メッセージ 定義/結果 考えれる原因と推奨される処置
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ト ラ ブルシ ューテ ィ ング
停電時にサン プルを取 り 出す方法  3
警告
本装置のパネルを外す必要のあるような保守作業では常に、感電や機械によ
る人身傷害の危険が伴います。したがって、電源スイッチを切り (O) 、本装
置を主電源から切断した上で 本管(力)を取除くことによって出口から差し込
みなさい、このような修理についてはサービス技師に依頼してください。

停電が長時間に及ぶと、ドアロックを手動で解除して、ロータとサンプルを取り出すこ
とが必要となる場合もあります。

警告
以下の手順は、絶対に必要な場合に限り、有資格のサービス技師が実施する
ようにしてください。
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ト ラ ブルシ ューテ ィ ング
停電時にサン プルを取 り 出す方法  
1 電源を切っ て(O) 、電源コー ド を主電源か ら 切断 し ます本管(力)を取除 く こ と に よ っ
て出口か ら 差 し 込みな さ い。

2 トップカバーの裏面にはつめが付いており、サイドパネルの内側のクリップにかみ
合わさるようになっています（図 3.2を参照）。装置両側のリリーススロットにマイ
ナスドライバーを差し込み、装置のトップカバーを外します。

注意
要注意！駆動系統が音や振動を発している場合には作業を中止してくださ
い。

図 3.2  装置のトップカバーの取り外し

3 ト ッ プカバーを外 し て置いてお き ます。

1. リ リ ースス ロ ッ ト （左右両側にあ り ます）
2. カバーを固定する タ ブ
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ト ラ ブルシ ューテ ィ ング
停電時にサン プルを取 り 出す方法  3
4 真空電磁弁 （図 3.3 を参照）を見つけ、空気がチャンバー内に放出される音が聞こ
えるまでネジを時計方向に回します。
チ ャ ンバー内の真空が解除 さ れます。
a. うなるような音が聞こえると、ロータがまだ回転していることを意味します。

弁を締めて、その音が止まるまで待ちます。
空気の放出 さ れ る 音が止ま る と 、真空が完全に解除 さ れま し た。

図 3.3  ドアロックシステム

1. ね じ
2. ばね式のピ ン

3. ド ア ロ ッ ク システム
4. 真空電磁弁
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ト ラ ブルシ ューテ ィ ング
ブ レーカー  
5 ネジ を反時計方向に回 し て締めなお し ます。

6 ドアロックシステム （図 3.3 を参照）を見つけ、ばね式のピンを下に押してドアの
ロックを解除します。
ロ ー タ が ま だ回転 し てい る場合は、 ド ア を閉 じ て待ち ます。駆動系統は非常に静
かで、10,000 RPM以下ではほ と ん ど音が聞 こ え ません。

警告
絶対に、ロータ を手で減速し た り 停止 し よ う と し ないで く だ さ い。

7 ド ア を開けて検体を取 り 出 し ます。

8 装置のトップカバーを付け直すには、サイドパネルの開口部にカバー裏のつめを合
わせ、四隅と四辺がすべてしっかりとかみ合うまでカバーを押します。

ブ レーカー

本装置のブレーカー / 電源スイッチが頻繁に切れたり付いたりする場合には、
Beckman Coulter の現地サービスにお問い合わせください。ブレーカー / 電源スイッチは
本装置の右側にあります。
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第4章
保存整備

概要

本章では定期的に実施すべき手入れ と 保全作業が記述されています。こ こ で覆われてい
ない任意の問題については、ベッ ク マン コールターの担当に問い合わせて く だ さ い。
ユーザーメッセージと推奨される解決策については第 3 章 , ト ラ ブルシ ューテ ィ ン グ で
説明されています。ロータとその付属品の手入れに関する説明は当該ロータマニュア
ルとロータとチューブを参照してください。

本装置の手入れ

警告
本装置のパネルを外す必要のあるような保守作業では常に、感電や機械によ
る人身傷害の危険が伴います。したがって、電源スイッチを切り (O) 、本装
置を主電源から切断した上で 本管(力)を取除くことによって出口から差し込
みなさい、このような修理についてはサービス技師に依頼してください。

真空システム
真空システムの最適性能を実現するには、チャンバーOリング （A31988）とその周辺を
常に清潔にしておく必要があります。（本装置の O リングは、大気中浮遊粒子に対する
密閉環境を確保するために設計されたものではありません。）Solution 555 （339555）な
どの中性洗剤を水で 10:1 に希釈した溶液で布を湿らせ、O リングとその周辺を拭いて清
掃します。

チ ャ ンバーのO リ ング
Oリングは、3～4ヶ月に一度の頻度で、アルコールとリントフリーの布またはティッシ
ュで清掃し、シリコン真空グリース （335148）を薄く均等に塗布します。

真空ポン プオ イルの除湿
チャンバー内圧が3分以内で500ミクロンに達しない場合、真空ポンプオイルに湿気がた
まっている可能性があります。以下の手順で除湿を実行してください。

1 本装置のドアを閉じて電源を入れたままの状態で、真空装置をおよそ 3 時間、また
は可能ならば夜中に入れたままにします。
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保存整備
洗浄  
2 適切に除湿できない場合は、Beckman Coulter の現地サービスに問い合わせ、真空ポ
ンプオイルを交換してください。
 • （手順1を実行した後も、バキュームメッセージは引き続き表示されます。）

ド ラ イ ブハブ
ド ラ イ ブハブを点検 し 、必要に応 じ て き れいに拭き ます。

吸気ルーバーと排気ルーバー
吸気ルーバーと排気ルーバーが清潔で、閉塞されていないことを定期的に点検します。
掃除機や湿らせた布で清掃します。

洗浄

注 使用しようとする清浄法や汚染除去法が、メーカーの推奨する方法と異なる場合には、事前
にメーカーに問い合わせ、その方法が装置を破損しないことを確認してください。

装置の表面
Solution 555などの中性洗剤を水で10:1に希釈した溶液で布を湿らせ、本装置の表面を拭
いて清掃します。塩その他の腐食性物質を使用した場合やこぼれた場合は、それら物質
に接触した箇所をすぐに洗浄してください。腐食性物質が本装置に付着したまま乾い
てしまわないように注意してください。（液体がこぼれて本装置に浸入すると、電気系
統または機械部位のコンポーネントを破損する可能性があるので注意してください。）

タ ッ チス ク リ ーンデ ィ スプ レ イ
タッチスクリーンは一般的なガラス用洗剤 （アンモニアを使用していないもの）を使
って清掃します。洗剤を画面に直接吹き付けたりこぼしたりしないでください。必ず最
初に帯電防止布につけてからタッチスクリーンを軽く拭くようにします。

汚染除去

本装置や付属品が放射性ま たは病原性の溶液で汚染 さ れた場合には、適切な汚染除去
手順に従っ て く だ さ い。化学薬品耐性（IN-175）を参照 し て、汚染除去手順に よ っ て本
装置のいかな る部分 も 損傷を受けない こ と を確認 し て く だ さ い。
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保存整備
殺菌と 消毒  4
殺菌と 消毒

装置の上部表面はアクリル焼付塗料で、側面は汎用塗料で仕上げが施されています。エ
タノール (70%) をこれら表面に使用することも可能です。本装置とアクセサリ材料の耐
薬品性に関する詳細はロータとチューブの付録を参照してください。

注意
エ タ ノ ールは燃焼性の危険である。 それまたは近い操作の遠心分離機を使用
し てはいけない。

Beckman Coulterは こ れ ら の方法が装置に損傷を及ぼ さ ない こ と を試験で確認 し てい ま
すが、殺菌や消毒については明示的ま たは黙示的ないかな る保証 も 行い ません。殺菌
や消毒について懸念があ る場合は、適切な方法を貴施設の安全性担当責任者に相談 し
て く だ さ い。

保管と 輸送

本 装 置 を 輸 送 し た り 長 期 的 に 保 管 す る 場 合 に は、本 装 置 の 破 損 を 避 け る た め、
Beckman Coulterの現地サービスに問い合わせ、適切な指示や支援を受けてください。保
管時の温度と湿度は、 第 1 章 , 説明 の仕様 に記載された環境要件に従う必要がありま
す。

消耗品の一覧

ご参考ま でに、以下に消耗品 リ ス ト の一部を記載 し ます。 ロ ー タ 、チ ュ ーブ、ア ク セ
サ リ の注文に関す る詳細はBeckman Coulter 卓上型超遠心機 ロ ー タ 、チ ューブ と ア ク セ
サ リ カ タ ロ グ（BR-8101、www.beckman.comでお求めいただけ ます）を参照 し て く だ さ
い。
各 ロ ー タ に必要な材料お よ び消耗品については各 ロ ー タ に付属の説明書を 参照 し て く
だ さ い。

 消耗品
注 MSDS情報に関してはBeckman Coulterのウェブサイトwww.beckman.comをご覧ください。

説明 部品番号

Spinkote潤滑油（2オンス） 306812
シ リ コ ン真空グ リ ース（1オンス） 335148
溶液555（約946cc） 339555
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保存整備
消耗品の一覧  
オプシ ョ ンのア ク セサ リ

説明 部品番号

HEPAフ ィ ル タ キ ッ ト 350799
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付録A
据付前の要件

概要

卓上型超遠心機Optima MAX-TLを取 り 付け る 前の準備要件に関する情報を こ こ に説明 し
ます。再び本装置を移動 さ せる 必要が生 じ た場合には、以下の情報を参照 し て く だ さ
い。
注 本装置は、Beckman Coulterの現地サービス技師が取 り 付ける こ と を想定 し て設計 さ れてい

ます。Beckman Coulterの認定する技師以外によ っ て取 り 付け られた場合、本装置の保証は
無効 と な り ます。

設置空間に関する要件

警告
可燃性試薬や揮発性液体の近 く に本装置を置かないで く だ さ い。これらの物
質からの気体が本装置の空冷系統に入る と、モー タ ーによ っ て発火する可能
性があ り ます。本装置の遠心中は、装置の周囲に30 cm（1フ ィ ー ト ）の空間
を確保する必要があ り ます。本装置の稼動中は、必要に応 じ て本装置のコ ン
ト ロールを調節するため以外には、このク リ ア ラ ン ス空間に誰も立ち入っ て
はな らず、危険物質を置 く こ と も許 さ れません。

本装置を動かす必要が生 じ た場合には、以下の条件を遵守 し て く だ さ い。
 • 本装置が適切に放熱する ための通気空間を確保で き 、熱を放散する他の実験装置

か ら 離れた場所を選択 し ます。
 • 本装置の重量（105 kg/230ポン ド ） と 振動に耐え得る平坦な面（頑丈なテーブルや

作業台な ど）に置 き ます。作業台の縁か ら 5.1 cm（2 イ ンチ）以上内側寄 り に本装置
を設置 し ます。

 • 充分な空気循環を保証す る ためには、卓上型超遠心機（寸法は図 A.1を参照）自身
の スペース に加えて、側面お よ び後面に7.6 cm（3 イ ンチ）の ク リ ア ラ ン ス が必要で
す。本装置の操作時は十分な換気を保ち、遠心分離中に発生する 蒸気に関す る各
自治体の規準を必ず遵守 し て く だ さ い。

 • 相対湿度は75%以下を維持す る も の と し ます（結露な き こ と ）。
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据付前の要件
電気仕様  
図 A.1  卓上型超遠心機Optima MAX-TLの寸法

電気仕様

感電の危険性を低減する ため、本装置は1.83 m（6フ ィ ー ト ）長の三線式電源コ ー ド に
よ っ て、本装置背面にあ るIEC 320/CEE-20規格のAC電源コ ネ ク タ お よ び接地に接続 さ れ
る プ ラ グに取 り 付け ら れます。（本装置は、電源や安全性に関する各地域の規制に準拠
し たプ ラ グ を含めて出荷 さ れてい ます。地域別の要件については、最寄 り のBeckman 
Coulter現地サービ ス ま でお問い合わせ く だ さ い。） こ の安全機能を保持する には以下の
点に注意 し て く だ さ い。

1 コ ンセ ン ト が正 し く 配線 さ れ接地処理 さ れてい る こ と を確認 し ます。
a. 本装置に貼付 さ れた銘板の示す電圧 と 線間電圧が一致する こ と を確かめ、次に

本装置の電源コー ド の両端を差 し 込みます。
b. 本管(力)のプ ラ グは接続解除装置、簡單にア ク セ ス で き る 残 ら なければな ら な

い。
出口か ら 本管(力)を取除 く こ と は容易差 し 込むであ る よ う に超遠心分離機を置
き な さ い。

c. 超遠心機の電源ケーブルの両端で接続 し てい ます。

2 三線を二線に変換する アダプ タ の使用は厳禁です。

7.6
3.0

cm
in.

7.6
3.0

73.9
29.1

61.7
24.3

39.4
15.5

34.5
13.6

電圧範囲 220/240 VAC～、6 A、50 Hz
120 VAC～、12 A、50/60 Hz
100 VAC～、12 A、50/60 Hz
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据付前の要件
電気仕様  A
3 二線の延長 コー ド や、接地処理 さ れてお ら ず複数の二線コ ン セン ト の付いた延長
コー ド な どは絶対に使用 し ないで く だ さ い。

4 電圧について疑問があれば、 ド ラ イ ブの稼動状態におけ る 電圧を有資格の技師に
測定 し て も ら い ます。

本装置か ら 離れた非常ス イ ッ チ（本装置の置かれてい る部屋の外ま たは本装置が設置
さ れた部屋の出口近 く にあ る こ と が推奨 さ れます）に装置を配線 し て、最大の安全性
を確保 し て く だ さ い。故障の際には主電源か ら 本装置を切断で き ます本管(力)を取除く
ことによって出口から差し込みなさい。
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電気仕様  
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Beckman Coulter, Inc.
卓上型超遠心機Optima MAX-TLに関する保証

以下に記す例外と条件を前提として、Beckman Coulter, Inc.は、当社または当社の認定す
る販売代理店が最初の購入者に対して卓上型超遠心機Optima MAX-TL （本製品）を納入
した日より1年以内に、本製品の材質および仕上がりに欠陥が発生した場合、独自の判
断により、製品を修理または交換することによって欠陥を修正することに同意します。
但しそれは、当社の調査や検証によって、同欠陥が通常の正しい使用状況のもとで発生
したことが明らかにされた場合に限ります。
コンポーネントまたは付属品の中には、性質上1年以上機能しないものや機能すると意
図されていないものがあります。そのようなコンポーネントと付属品の一覧は製造元
およびBeckman Coulter営業所で管理されています。本保証の下で販売された製品に適用
される一覧も本保証の部分とみなされます。そのようなコンポーネントや付属品が妥
当な期間を通じて妥当に機能しない場合、当社は独自の判断により、同コンポーネント
や付属品を修理または交換します。妥当な期間と妥当な機能の定義は当社が判断しま
す。
交換
製品に欠陥があると購入者が主張する場合は、当社の要求に応じて、購入者が送料負担
の上、製造工場に製品を返送する必要があります。製造工場から購入者への返送料は、
製品に欠陥があると判明しない限り購入者の着払いとします。製品に欠陥があると判
明した場合は当社が返送料を負担します。
条件
当社は、当社製ではない製品や付属品に対する保証はいたしません。そのような製品ま
たは付属品に欠陥が見られた場合は、それぞれの製品や付属品の製造元から製造元の
保証に基づいた修正を得るために、当社は購入者に対して妥当な援助を提供します。
超遠心機用ロータの保証については、各ロータに付属の保証を参照してください。本書
の対象とする製品が、当社によって公認されたサービス技師以外により修理、改造され
た場合、明示的、黙示的にかかわらずすべての保証における義務から当社は免除される
ものとします。但し、そのような修理が書面による当社の同意に基づいて行われた場
合、当社がそのような修理を小規模だと判断した場合、または新しいBeckman Coulter製
プラグインコンポーネントを同製品に取り付けるという改造作業に過ぎない場合はそ
の限りではありません。
駆動系統に関する特別保証
本製品の保証期間中 （1 年間）には、下記の条件どおりに駆動系統の取り付け、修理、
操作が行われた場合に限り、無料で駆動系統を交換いたします。使用開始後2年目から
10年目には、下記の条件どおりに駆動系統の取り付け、修理、操作が行われた場合に限
り、人件費と出張費を除く駆動系統の交換費用は保証によって補われます。これは修理
契約の対象ではない製品に適用されるものです。*

* 駆動系統を対象とする修理契約の範囲については、Beckman Coulter 現地サービス代理店にお問い合わせ
ください。
PN A96727AF 保証-1
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条件
1. 駆動系統が、定格の最高速度と最高温度の範囲でのみ操作された。
2. 駆動系統が、不均等なロード、誤ったロータの取り付け、ハブにこぼれたり本装置

のチャンバーに堆積した物質による腐食を受けなかった。
3. Beckman Coulter の技師以外の人物によって、駆動系統が分解、修理、または改造さ

れなかった。
4. 駆動系統がBeckman Coulterの現地サービス技師によって取り付けられた。
5. 駆動系統が使用・操作されている装置およびその付属ロータがBeckman Coulter製で

あり、その修理はBeckman Coulter現地サービス技師のみが実施した。
免責条項
上述の保証は、すべての適性の保証、商品性の保証に代わるものであり、製品の製造、
使用、販売、取り扱い、修理、保全、交換から派生する一切の特別損害または結果的損
害に対して、当社は責任を負わないことが明示的に同意されています。
PN A96727AF保証-2
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